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1 は じ め に
オペレーションズリサーチ (米語では,Operadon Researcll,OR,英語では,Operaional Re―
searchという)は,第2次世界大戦中に,イギリスで対空火器の研究に関して生まれ,すぐ
にアメリカにもその思想が伝わり,米国で活発に研究された。軍事行動の効果を最大にするた
めの研究に,多くの数学者たちがかかわり,物資の効率的輸送,生産性の向上,最適配置と
いった問題を解決することに端を発したものである。戦後,これらのノウハウを持った人たち
が,企業の利益を上げるという目的に利用できることに気がつき,大いに研究されて,今日に
至っている。ORは,その後,一般化され,ある体系があり,その運営に関して起こるいろい
ろな問題を科学的,数学的に解決するための具体的な研究として位置づけられている。
日本には,戦争中には, このような科学的,数学的戦略がなかったので,いろいろと無駄や
失敗もあったようである。しかし,戦後になり工業が立ち直るにつれ,技術者や研究者が,米
国のオペレーションズリサーチの考え方を導入し,現在ではいろいろな場所で使用されている。
ORの数学的モデルには,配分,競争,待ち合わせ,在庫,生産計画モデルなどがある。
ORによる解の求めるアルゴリズムは,
(1)問題の定式化
(2)モデルの作成と解の探索
(3)モデルと解との比較検討
14)解を管理し実施すること
からなる。
線型計画法は,いろいろな本でよく扱われており, また,コンピュータプログラムも書籍に
載っている。この線型計画法の歴史は,少なくともG.Monge(1781)やJ.BI Founer(1823)
まで遡ることができるようである。
この論文では,最適配置の問題をとり上げ,それを効率的に解決するハンガリー法を紹介 し,
そのコンピュータプログラムをBasicとC言語で作成 したのでここに載せて,使用する人の
便宜をはかることを目的としている。Basicは,N88 Dλ展叛鯰,C言語はTurbo Cを用いてい
る。このプログラムの特徴は,すべての解の組み合わせが求められることである。テクニカル
な所もあるが,モジュールに分解し,分かりやすく書いてある。
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2 最適配置の問題
ある免個のものをηヶ所に1つずつ配置をするとき,ケのものをアの場所に配置するコスト
がαガ必要とする。これを行列表示すると次のようになる。
行列Aで考えても, もとの問題と同値となるから,以後,行列で考える。
η次正方行列Aの配置とは,Aの成分よりη個を取 りだした数の組
(αψ(1),α多②,中
●,αψ骸))
(ただし,,(1),一,´(η)は, 11,…ηlの置換)で, どの行からも,どの列からも
ちょうど1個の成分が入っているように取られたものである。これは, 8クイーンの配置の問
題と関連している。このような配置の数は,行列Aがη次正方行列とするとη!とおりの配
置が存在する。
1つの配置 (う1,う2,中●,う″)が最適であるとは配置の値
う1+う2+中●十b″
が最小となるときをいう。(符号を反転すると,最大値になるときも求めることができる)有
限の組み合わせしかないから,最適な配置は常に存在するが,一意に決まるとはかぎらない。
また,η!の組み合わせがあるので,これはηが大きくなると急に大きくなりすべての組み合
わせを求めて計算するというには,時間がかかり困難に直面する。たとえば,201=2.4329×
1018≒約243.29京(1京=10000兆)で不可能に近い。これを劇的に解決する方法として,ハ
ンガリー法 (工 [1],こ3])がある。そのアルゴリズムを書くと次のようになる。
手続
1 各行の最小数をみつけて,その行の各成分からその数を引く
2.各列の最小数をみつけて,その列の各成分からその数を引く
(1,2は順序が逆でもよい)
3.行と列の上にいくつかの線をすべての0の上を通るように引く。
このとき,線の本数は最も少ないようにする。
4 (最適性)
(a)引いた線の数が″ならば0のみからなる配置を1つみつけてこのプログラムを終わ
る。(この論文では,すべての解を求めるプログラムを作成している)
(b)引かれた線がη本未満ならば5ヘ
5 線が引かれていない成分の中で最小数〃>0をみつける。
6.線が引かれていない成分から〃 を引き,線の交点の成分には〃 を加え, 1へもどる。
具体例で行ってみると次のようになる。
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よって,求める最適配置は
●11)'229'33)Or tt129'烈,α韓)
である。
以下にBasに言語とC言語を用いて開発したプログラムと実行,」を掲載する。
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プログラム実行例
正方行列の次数を入力してくださぃ 3      線の数 2
1行1列の値は 41行2-列の値は 61行]列の値は 9
2行1列り闘ま 72行2卵〕の値は 92行3ァけの値は り
3 4予 ■ 切中Drleは. 53行2列の値|ま 33行3列の値は 2
正しいですか Y/N?V
―――ヨ謝錠  1-―=―――尋署琉  2-――
――‐鶉   3-――0    1    5
0    1    2
3    0    o
線の数 2
-――諭   4-‐‐
‐――ヨ謝荒  5-――
………ヨ勢売  1-‐…
……―再琴売  2-――
――…弓器売  3-―い
0    0    4
0    0    1
4    0    0
線の数 1
線の数 2
線の数 3
-――稀   4-――
4    6.    つ
7    9    9
5    3    2
この配列の最適配置は
( 1  1)( 2  2)( 3  3)
(2塩子と強ζ14ぉり彗33)
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BASIC言語プログラムリスト
1000 〕ェエ■士工■ォⅢⅢ■■■エエ士士II士工■ⅢⅢI工■主主主■エェⅢⅢ■*I士Ⅲ■■■上士―士士,II工IIⅢⅢ■■■工I±■■■
1910 :Ⅲ士
19?9 :・オ    ハンガウー 法で最適の配置を求あるプログラム
すべての答えを求―める
士士
ⅢⅢ1030 :■士
1040 1■ェ
1050 :ⅢⅢ
1060 1■■■ ■ⅢⅢⅢ■■■■■IIIII士士士■■=ⅢⅢ士士士士士士.=■卜十■Ⅲ■士工III■士工■■'■
■ⅢⅢⅢⅢ■Ⅲ士±■■―■
10'O  DIM A(50r50)′B , ,c(50′50),P(50う「Q(50)′」(50)′F(50)10,O  DI単A (50),Al(50),4J(50)′42(50),Pl(50)′PD(50)ュQl(5‐0),QD(50)
と090  CLS
il!:I讐誤:ェ“き1瑠鸞磯を入力してください“,N
1120   rOR 」= l TO N
llヨO     PRINT 工,W行",J,"柳lの値はW,:INPVT A(I′J)
1■40     B(I′J)=A(I′」)
1■50   NEXT 」
1160     PRINT
l17o  NEXT I
l180 1
1■90 GOSUB軒ⅣOU!配置行列の表示―と訂正1200 i
1210 ■TETu l一―_―___―手藩:  1
1220       PRIwT "=――考謝売  1-―― い1230 FOR IEI TO N
1240   MIN=A(I,1)
1250   FOR 」■1 ■  N
1260    1F MIN > A(I′」)THEN M N=A(1′J)1270   NEXT J
1280   FOR 」=l TO N
1290    A(I′」)=A(I「」)―MIN1300   NEXT J
1310 NEXT I
1320 '―‐-3_____―エーーー 再ーと,売  2-――――――――――――――‐―……
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1330       PRINT ‖―――手髯虎  2-‐―‖
13401 FOR 」=l TO N1350    MIN=A(1.」)1360   FOR I=l TO N
1370    1F MIN>A(I′」)THEN MIN=A(I′J)
1380   NEXT I
1300   FOR I=l TO N
1400    ACI,」)=A(I,J)一MIN1410   NEXT I
1420 NEXT 」
1430 1-―――― …工=――ユー エ吾謝売  3-―― ――‐―――――――――――――1440      'RINT ‖―――寺二髯党  3-――H1450  C=0 ,MAX=0 :GOSUB オZERO
1460  FOR I=l TO N
1470    P(1)=0:0(I)=0
1480   FOR 」=l TO N1490    1F A(I′」)=O THEN A(I,0)=A(I.0)■1
1500   NEXT 」
1510    1F 4(I,0)>MAX THEN MAXttA(I,0〉
1520  NEXT I
1530  FOR 」■l TO N
1540   FOR I三l TO N
1550    1F A(1,J)=O THEN A(0′J)=A(0′」)+1
11 560   NEXT I
1570    1●A(0′」)>MAX TttEN MAX=A(0.J)1580  NEXT 」
1590      V=1 :GOSUB ttHYOU」I
1600 :1610 FOR MEMAX T0 1 STEP -1
1620 :
1630    COSUB IDNYUURYOkU
1640    COSUB IGYOU
1650    GOSUB IRETU
1660   FOR I=l TO N
1670    Al(I)=AI(I) :A2(I)=4」(I) :Pl(■)=PD I―) :Ql(I)=OD(工)
1680   NEXT I
1690  Cと= C1700 1
1710    GOSUB ttDNYUURYOKU
1720    COSUB ■RETV
1730    GOSUB ICYOU
1740 1
1750  1F Cl >= CC THEN GOSUB IPASEl
■760  1F Cl( CC  THEN GOS口B IPASE2
1770  Cと=01780    'RINT‖線の数 Ⅲ,C
17つO NEXT M
1800 1-■――――――――――――″―――尋1髯錠  4-■―――――――――――――‐――
1810          P―RINT‖‐――■11売  4-――H
1820    1●C=N TttEN InAITI
1830 1‐―――――――=―……―~~~~~毒i努暁  5-―― ――――――――――――
1840          PRINT W―――可引虎  5-‐-111850  FOR I=l TO N
1860  FOR J■l TO N
1870   1F (P(I)く>1)AND (0(」)く>1)THEN MINS=A(I′J):I=N:J=N
1880  NEXT J
1890  NEXT I
1900 1～~～線が引かれていない成分から最小数を決める… …～1910  FOR Iこと TO N
1920     1F P(I)言l THEN IHH
1930   FOR J=l TO N
1940     1F o(」)=l THEN IEE
1950     1F MINS>A(工ヶ」)THEN MINS=A(1′J)1960   ■EE
1970   NEXT J          ‐
1980    ■HHI
1990   NEXT エ
2000 :年～‐～～=‐i～‐″_6‐1～～‐～荘Ⅲ～―‐‐‐～～～～～～'～～～～
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2010 FOR I=l TO N I行列のすべての成分から
2020  FOR 」=l TO N  I    Mを 写|く2030   A(I′」)=A(I′J)一MINS2040  NEXT 」
2050  NEXT I
2060 1~～～～~～～～～～～～6-2～～～~～～～～～～¨ ～～～～～～～¨ ～～～2070 FOR I=l TO N      I線を引いた行の成分は480   1F P(I)<>l THEN IFF   i にはMを力口える
グ090   FOR 」=l TO N
2100    A(I′」)=A(I′J)+MINS2110   NEXT J
2120   ■FF
2130  NEXT I
2140 i～～～～ ～~~～～～～6-3～～～～～～～～～―～～～～～～～～～¨ ―～2150  FOR 」=l TO N       I 線を引いた列の成分には2160  1F Q(」)<>l THEN ICG  I Mを加える2170   FOR I=l TO N
2180    A(I′」)=A(I′J)IMINS2190   NEXT I
2200   ⅢGG
2210  NEXT 」
2220 '
2230   GOTO ITETU  〕再三丼暁  1  ハ、
2240 '
2250■HAITII―― ―oのみ の 配 置 を 捜 す ――2260 PRINT:PRINT:V=0:GOSUB ■HYOU」I
2270  PRINT‖この配列の最適配置は‖
2280    1=1:」(I)=02290 ■L00P
2300   F(」(1))=02310   1F 」(I)=N THEN J(I)=0 :I=エー1 :GOTO ttLOOP
2320    FOR Z=」(I)十二 TO N
2330     1F ( F(Z)く>0 )OR( A(I′Z)<>0 )THEN ISKIP
2340     」(工)=Z :J(I+1)=0 :F(Z)=1 :Z=N :I=I+22350       ■SKIP
2360    NEXT Z
2370 1
2380  1=I…
2390    1F I>N THEN GOSUB IANS
2400    1F 工>O THEN キLOOP
2410   PRINT KEI,‖個 解子1寄があります‖2420 END
2430 〕
2440 :―――― ――――――――――――――サブ,レーーラ生ンーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー2450 ■HYOUJI
2460  FOR I=l TO N
2470  FOR 」こl TO N
2480   1F V=O THEN C(1′」)=B(I′J)ELSE IF V=l THEN C(I′J)=A(I′J)2490   PRINT USING ‖ #十■十‖,C(工′」),2500  NEXT 」
2510   PRINT
2520  NEXT I
2530 RETURN
2540 :
2550 ォZERO
2560   FOR Ittl TO N
2570    A(I′0)=0 :A(0′I)=0
2580   NEXT I
2590 RETURN
2600 :
2610 ■GYOU
2620  FOR I=l TO N
2630    1F AI(I)く> M THEN IAA ELSE PD(I)=1:CC=CC+1
2640   FOR 」こl TO N
2650    1F A(工′」)=O THEN AI(I)=AI(I)-1 :AJ(J)=AJ(J)-12660   NEXT 」
2670    士AA
2680  NEXT I
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2690 RETURN
2700 1
2710 ■RETU
2720  FOR J=l TO N
2730    1,F A」(J) く> M THEN IBB ttLSE OD(3)=1:CC=CC+1
2740   FOR I=l TO N
2750    1F A(工′」)=O THEN AI(I)=AI(1)-1 :AJ(3)=AJ(J)-1
2760   NEXT I
2770    1BB
2780  NEXT 」
2790 RETURN
2800 1
2810 士DNYUURYOKU
2820  FOR I=l TO N
2830   A工(I)=A(工′0) :A3(工)=A(0′工) IPD(I)=P(I) :OD(1)=0(I)
2840  NEXT I
2850   CC=0
2860 RETURN
2870 12880 1PASEl
2890  FOR I=l TO N
2900   A(工,0)=Al(I) :A(0,I)=A2(I)
2910   1F P(1)三l AND Pl(1)三 THEN P(I)=l ELSE P(1)=P(I)+Pl(1)
2920   1F o(I)=l AND 01(I)=l THEN O(I)=l ELSE o(I)=0(I)+01(I)
2930  NEXT エ
2940   C=C+Ci
2950 RETURN
2960 !
2970 1PASE2
2980  FOR I=l TO N
2990   A(工′0)=AI(工) :A(0′I)=A」(I)3000   1F P(I)=l AND PD(I)=l THEN P(I)=l ELSE P(工)=P(I)+PD(1)3010   工F o(工)+QD(I)=2 THEN O(I)=l ELSE Q(I)=0(I)■OD(I)3020  NEXT I
3030   C=CICC
3040 RETURN
3050 :
3060 =ANS
3070 FOR K=l TO N
3080  PRINT USING ‖(## ##)‖,K′」(K),3090 NEXT K
3100  PRINT :I=エー1 :KEI=KEI+1
3110 RETURN
3120 :
3130 ■HYOU
3140  FOR K ‐ l TO N
3150     PRINT USING ‖#### イ予   ‖ テ K ,3160     FOR 」 = l TO N
3170         PRINT A( K′ 」 ),3180     NEXT 」: PRINT
3190  NEXT K
3200 1
3210 ■CHECK
3220   PRINT  : PRINT
3230   PRINT ‖正しいですか Y/′N ?“ : INPUT AS3240   1F AS = ‖Y‖ OR AS = ‖y‖ THEN RETURN
3250   1F AS i ::N‖ OR AS = Wn‖ THEN COSUB ITEISEI : GOTO ■HYOU
3260  GOTO ICHECK
3270  '
3280  ■TEISEI
3290    PRINT W わ財予日ですか? ‖ : INPUT K3300    PRINT " 伺柳〕目ですか? W : INPUT 」3310    PRINT USING ‖A(■4 ′ ##)=‖ テ K′ 」 テ3320    PRINT W 訂正したい値とま? ‖ : INPUT A( K′」 )3330   PRINT W訂正は終わりましたか Y ?‖
3340       1NPUT A亭
3350   1F AS = ‖YW OR AS = Wy‖THEN RETURN
3360   GOTO ■TEISEI
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3370 '
出 力 は画 面 に で る よ うにな って い る
出 力 をプ リンター 等 に す る とき は
1086行に OPEN ‖LPTl:‖ FOR OUTPUT AS ■1 入 れ
プ ログ ラム 中 で PRINT ⅢⅢ■を PRINT#1,IIIにか えるも
C言語プログラムリスト
#inCludさくstdio ih>
S｀tatit int aE50][50〕′bE50][50],cE50][50]′p[50]′軍E rjj[50]′fE50],
s‐tatic int ai[50]′aj[50]ral:501,a2E50]′pd[50]′qd[50]:0■E5 ]q´lE50】,static int d,ccィc■,m′n,v′z′Zl′kai′nin′mins,4axデ
main()
{                           |
int i′],
盟Rと邪揺艦 ダ徘鶴魯亀訂Ъ夕してください?け
forti=と,工くln,i++)
(
for(d=1,jて■n,3++)
〔
printf(‖名a行名d列の値 は ?に,1,j),
scanf(11をs‖′&a[ユ][」]),
bEi][j]=ari][J〕,
〕
printf(‖孝ni).テ
〕
hン0(),
While(■)
て                                                     ｀
/■――――――………………………‐手続 1 -―― ―――…………………Ⅲ/printf(‖¥n……手 続 1 -――‖),        .for(i=1,i<=4,i+十)
〔
mintaFi3 Ell,
fOr(jこと,」<=n,j+十)
{
if(min>a[主][jJ)
4inia[i][j],
}
For(j=1,3く=―n,j+I)
a[i]Ej]―=minデ
}
/士―…………………………………=手続 12-一‐――――‐―――――…1/printf(H¥n―――手 続 2 -―“),fOr(j=と,jく=nデ」++)          .
{
min=a[1][j]テ
for(I=1,i(=n,■+■)
{
if(min>sEi】[j])
ninia[i][」],                  .
}
for(主=1,iくinテiキ■)
a〔i][」]―=min,                               ,  I
}                                                  ｀
/■―――――………………………手続 3-―・ ―~~~~~‐‐‐ヽ ■/       ‐         ‐printf(■¥h――手 続13 ‐エエ¥h“),                                  .
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d=0, lmax=0, zero()'
for(i=1,iく=n,i+キ)
〔 pEi]=0, 電〔i]=0,
fOr(j=1,jく=n,j++)
〔
if(ati]Ejコ言=0)
a[i」[0]++,
}
if(a[i3[03>ma烹).max=a[i][01,                                  1
〕
for(5=1,ユ<=n,jキ+〕
{
モ°rCi=与iくこれげユ++)
if(a[主]Ej]=〓C)
a[0][j]■+,.
〕
if(a[0][jコ>nax)
max=a[0][j3,
〕                     、
▼=1,hyOudi(),
for(血=暉aXデm>=1,m‐‐)
{ dnyuuryoku(),
gyou(),
retu(),
for(i=1,iく=■ 千+)
〔
alEi]Eai[と],a2[主]=aj[主],pl[i]=pdLi],ql[i]=qd[i]テ
}
cとこcc,
dnyuuryoku.(),
Fetu(),
gyOu(,テ
if(Cl>=CC)
pass■(),
if(CとくCC)
pas,2(),
cl‐0,
printf(11¥n線の数 をdW,0),
〕
/1-――――――――‐―――…………手 続 4 -―エー ‐ー―……――Ⅲ/printf(W¥五―――手 続 4‐――W),if(df=n)bFeak,
/1…ユー と―――_____―――手 続 5 -――――……‐―――…Ⅲ/
printf(Ⅲ¥n―…手続 う ―工…Ⅲ)'
for(■=l,i<inデI+■)
{
forcj=1,j(=n,ュI+)
if((PEi]!=生)&&(q[j]!=1))
t
4ins=a[iJ―「j], i■n, jEn'
〕
〕
線 が 引 かれ て いな い成分 か ら最 小数 を決 め る
folr(i=1,i<in,i+十)
{ if(P[I]t=1)
〔
for(j=1,jくinデう++)
〔 if(q[j]:=1)
t   if(mins>a正
三J〔j])
韓inS=a[二] 」]テ
〕
4/
後 藤 和 雄・大 平 正 雄
〕
6-1
for(i=1,iく=nテI++)
{
for(jエエテ」くin,j++)
aEi][」]―imェns,
}
6…2
for(主=と,i(=4-,二十■)
(
lf(?
i]~1)
fOrtj=と,0く―=n,jキ■)
ari][j〕十=mi4S,
〕
}
/4                   6-3             ■/
for(J=1,jく=n,j十■〕
{
if(q[j]==1)
〔
fOr(i=と,iく=n,i十十)
a〔i][j】千=型inS,
}
}
}
/●  0のみ の配 列 を探 す     4/printf(WYn¥n"), V=0, hyouJi(),
printf(“¥nこの配 列 の最 適 配 列 は¥nW),i=l, jj[i]=0,
d0
〔
looP:
f[jJ[主J]=0,if(jj[i]==n)
〔
う0[i」=0, i――, goto loop,
〕
Zl=jjEi3■1,
fOr(Z=Zl,Z(=n,z十キ)
〔
if((fEZ]!=0)11(ari】EZ]:=0))goto ss,
(
」jri]二z, jj[i+1〕=0, f[Z]=1, Z=n, iキ=2,
}
エー テー
if(i>n)
i=ans(i),
〕
"hile(i>0),pr ntf("Fnttd個 解 答 が あ り ま す 。¥n"ヶkai),
J
/士       サブル ー チ ン     4/
hyouji()
{
int i′]→
fOr(i三1,iくin,i++)
〔
??
?，
最適配置のプログラム
fOr(3=1,jく=n,j+十)
〔 if(V==0)
cli][j]=bri][j],
else iC(v=ヨ1)
printとiモニす号とilii:;),
〕
printf(WYn‖)|
}
〕ヽ
z｀ero()
〔
int iデ
fOr(i=lfiく=n,i++)
〔
〕  aEi][0]=0, a[0][i]二
0,
〕
gyOu()
〔
int i′],
:°
項 i=中iく4二十→
if(ai[i]=im)
て
pd[i]=ユ: cc'+,fOr(j=1,j(=n,J++)
〔
if(a[i]〔j ==0)
〔
〕  aiti3-―
, aj[j]――デ
〕
〕
〕
〕
retu(―)
て
int i′j,
:°
r(j=1'jくgn,」キキ)
if(aS EJ]=・m)
(
電0「j]=とデ ccI+f
:°
項 i=時ユ<=Ⅲi+→
if(a[i][j]==0)
{
}  ai[i3-―
, aj[j】――テ
〕
〕
}
〕
lnyuuryOku()
〔
int i,
forti‐■,iく=n,ユ+十)
〔
}  a・
[iI=a[i][O], aj ti]=aEO]ri]―, pdri]=pti], 電dEi】こq[i],
cc=0,
42 後 藤 和 雄・大 平 正 雄
}
passl()
て
int i,
for(1=と,iくin,i++)
〔
a[i][o]=al[i], a[0][主=a2 i ,if(P:i]==1 && p■[i]==1)
elsepEi]=■,
p[i]+=plLin,
if( 電[i]==1 ‐i& ql[i]==1 )
宜Ei〕〓1,
else
q[i]+=qlri],
〕
dI=cと,
〕
Pasa-2(〕
■4t i,
fOr(i=1,iく■n 子十)
〔
a[i][0]=ai[i]テ ー tO][i]=aも正とコテ
if( p〔i]こ=1 &,pdEi]==1 )
pEi〕=と,
else
p〔i]+=pdEi],
if( q[i]十qdEI]==2 )
q[i]=と,
else
qEil+=qd[主」デ
〕
こ+=ccテ
〕
anS(int i)
{
int k,
for(k=生▼k<=A,k++)
printt(‖(を2a 名2d)市,I′jd[k]),pFintf(ⅢYn‖),| 三――手 ■i二十■,
return(1),
〕         ‐
hyO()
{
int i′j,
char ■f,
hyoi
fOr(i=1,とく=n,i++)
〔
printt(irn名4d 行 ‖,ユ),
fOF(j=■,jく=n,jキ+)
printf(‖ 名ld"ァa[i][j]),
〕
伸hile(1)
〔
Printf(WYnYnIしい で す か 。 y/n?・),f=getchO(),
if(f==:vi tt f==:YI)
break,
else if(f==In' II f==INI)
|〔
teisei(),
gOto hyo,
最適配置のプログラム
}
teisei()
(
lnt i,j′k,
char ェf,While(1)
{
printf(‖¥n何―行 目 で す か ?
scanf(11をd‖′&i),printf("¥n何列 日 で す か ?
scanf("宅d・f&」),printfく'1¥nA(を2d′そ2d)=をdWprintf(鳴
“
訂 正 し た い 値 は
sca4f(‖名d‖′&I),
a[i][」]=X,
Printf(W¥n訂正 は 終 ゎ り ま
f■getche(),
printf(WYn‖)デ
if(fことfy=li f==!Y:)
breakデ
3
〕
il)テ
iり
,
′i′j′aEi][」]),
? 門),
し た か ?‖),

